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事例研究・地方産業はどう形成されてきたか

足袋からゴム産業への転換 i 

〈九州のヲロスポイン卜久留米〉

福間県久留米市は、九州のクロスポイントであり、

九州縦貫自動車道、九州横断自動車道の交差する地

域に位置する。筑後川の中流域にあり、九州の米ど

ころである筑後平野の中央部にあたる肥沃な大地に

恵まれている。しかし、江戸時代の久留米藩 (21万

石)は、この筑後川の水害、災害により落財政は苦

しく、商品作物の生産が奨励された。酒、木ろう、油

などの農家による副業的な商品作物の産地としても

有名であり、久留米、八女、朝倉などの産地から、九

州各地にこれらの地元産品が行商によって流通 Lて

いたo

この久留米商人の根拠地である久留米市の人口は、

大正9年の第 1回国勢調査の時は、 43千人であった

が、 20年後の昭和 15年89千人、さらに昭和35年155

千人、昭和 55年217千人と増加し続け、平成2年現

在 228千人となっている。この人口増加の要因とし

ては、いろいろあげられるが、大正から昭和にかけ

て地域の基幹産業となったゴム製品製造業は、この

久留米発展に大きく貢献していると思われ、本稿で

は、この時代の久留米の産業の発展を支えたブリヂ

ストンの発展をまとめたものである。

〈志まや足袋の誕生〉

久留米緋は、全国的にも有名であり、昭和 51年に

国の伝統的工芸品に選定され、これを機に地場産業

振興センターの設置も行われている。

最感期の大正末期~昭和初期には従業者数は 4~5

万人いたとも言われ、伊予や備後と並ぶ3大緋の生産

地であった。 Lかし、戦後の最盛期昭和 35年頃を境

にLて、急速に生産が減少していったのは、国民の

生活スタイルの変化に伴う需要の激減によるもので、

今はその存続も危ぶまれており、いわゆる伝統工芸

品としての位置に甘んじるしかないようにも見える。

この紛の 大産地であったことにより、この地域に

は締問屋、仕立物屋などの織物に関する産業の集積

が生まれ、農家の副業としての家内生産体制だけで

なく、全国への販売システム「行商jなど、久留米

商人の活躍の場を生み出していった。

明治39年(1906)に、仕立物屋を兄と共に継いだ

石橋正二郎氏は、当時の生活スタイルの変化を予想

して和服に必要な「足袋jを是正業の専業と Lて、そ

の他の仕立品を止めるという転換をしている。これ

と同時に、徒弟制度が主流であった商売のやり方を、

奉公制から給料制へ、さらに、長時間労働の時間短

縮化などの合理化を進め、家内生産から工場生産体

制への転換も行っている。さらに製品の庖頭販売か

ら、特定小売り席への却し売り外交方式、新L¥ハ「行

商j方式を行い、これによって、家業を継いだ当初

の9万足だった販売高を 3年後には 23万足にまで仲

ばし、生産と販売の両方において独自のアイデアを

実行している。その結果、先発の足袋屋であった久

留米の「っちゃ足袋jや関西の「福助足袋Jなどの

持っていたテリトリーに「志まや足袋」を喰いこま

せることに成功した。

(サイズに関係ない均 価格〉

日常、自の前にする体験を事業に役に立つアイデ
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アへ生かすことは、常に創造的な思考を維持するこ

とにおいても重要であり、既成事実を改めるという

姿勢は、新たな発想の源でもあり、石橋氏は常にこの

姿勢で臨んでいる。東京で繁盛していた価格均一庖

や市霞の五銭均一に目をつけ、足袋の価格を均 に

するというアイデアを実行し、大正3年(1913)の均

一価格の売り出しによって、 200万足を販売している。

その結果、傍観していた「日の本足袋JI福助足袋」

などの大手もこの均一制に最後には追随している。

この後、大量生産のため、新 Lい工場を建設、大

正7年 (1917) に完成し、同時に[日本足袋株式会

社jを設立、足袋界の四天王と Lて、業界第1位とな

った。大正8年 (1918)400万足の生産は、従業員

1，000名で行われており、明治41年 (1908)に工場

生産を始めた時の従業員 30名から実に30倍以上の規

4莫となっている。

〈地下足袋生産へ〉

Lかし、第一次大戦後の不況により、大正 9年

(1919) には、 300万足の販売量に激減し、これを

打開するための新商品として、地下足袋への住産

転換を試みている。

「地下足袋jという名称は石橋兄弟の使った固有名

詞だったそうだが、すでに明治35年頃から関西方而
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では、地下足袋に類似したもの、ゴム底を足袋に縫

いつける方法で足袋が販売されていた。しかし、あ

まり長持ちもせず、評判も良くなかったため、独自

のアイデイアを生み出す必要に迫られ、ゴム底の離

れない方法を研究し始めている。この時は、大阪工

業試験所のゴム技術者をスカウトし、研究の結果大

正 11年 (1921)に製造手法は完成し、生産に着手し

ている。当初あまり売れなかったが、大正12年(1922)

の関東大震災の復興により、安全で活動しやすい地

下足袋の需要が急増し、 150万足の販売を実現してい

るo その後、製造工場の火災などの好余曲折を経て、

昭和2年 (1927)1，000万足、 7年 (1932)1，500万

足と増大 L、3，000万足に到達している o

〈地下是袋からゴム靴へ〉

日本で最初にコム靴がつくられたのは大正 7年

(1917)、神戸と言われ、最初は総ゴム靴であった。石

橋氏は地下足袋の生産を始めた頃から、日本人の生

活方式が和服から活動的な洋服へ転換すると予見し

て、昭和3年 (1928)に福岡市に工場を建てている。

一般大衆の人気を博したこの[アサヒ靴jは世界中

のマーケットに輸出され、原料のゴム、綿花を輸入

し、代金を輪出でカノミーするという国際収支の改善

にも貢献Lたと言われる。当時年に 1，000万足を輸

出するメーカーに成長Lている。

このゴム製品の生産に貢献したと思われるのが、第

1次大戦後』こ中国から捕虜と Lて連れて来られたドイ

ツ人技術者であり、大正8、9年頃に 1人が雇われ、さ

らに大正 12年に扉われたドイツ技術者が、タイヤの

創製に参画している。

(※日本に連行されたドイツ人捕虜については、直

木賞授賞「二つの山i可」中村彰彦著の中でも述べ

られているように、技術導入に果た Lた役割は大
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きかったようである)。

この頃、「日本足袋会社jは全国に代現庖、専売庖

を持ち、「アサヒ専売庖jとしるされたホ)口一看板

が掲げられ、全国に6万庖が存在していたと言われる。

〈地下足袋からゴム靴へ、そしてタイヤ生産〉

明治 33年に日本に初めて自動車が出現して以来、

大正、昭和を経て順調に増加していたが、国内産の

自動車は数百台 Lかなく、当然のことながらタイヤ

もすべて外国品であった。そのため、英国ダンログ

プは神戸において囲内製造、さらにグッドリッチと

提携したヨコハマゴムは、ヨコハマタイヤの生産に

着手している o すでに、アメリカでは自動車生産は

1920年頃には 500万台に及び、タイヤは年間 8.000

万本以上つくられていたと言う。原l際収支の健全化

をめざす石橋氏は、ゴム靴生産と同時に、この事業

への取り組みをはじめ、事業化をめざしている。当

時の関内の車の普及台数は自家用車44千台、トラッ

ク28千台、計72f台といわれ、ほとんど輸入車であ

る。

タイヤ製造に際しては、当時ゴム研究の権威であ

った九州大学の君島博士に相談を行い、多額の研究

開発投資を決断している。ここで、社名として「ブ

リヂストンJが設場するが、当初はプリッヂストー

ンであった。この後、昭和 5年(1930)第 1号タイ

ヤの試作に成功している。

日本足袋会社のタイヤ部として始まったタイヤ生

産は、昭和 6年(1931)に「プリッヂストンタイヤ

株式会社Jが設立され、大戦中の「日本タイヤ鮒Jと

名称変更の後、昭和 26年(1951)に現在の「ブリヂ

ストンタイヤ側jとなった。昭和 7年 (1932)に商

工省優良国産品の認定、日本フォード自動車会社へ

の納入適格品の認定を受け、この後のタイヤ生産に

4 

弾みがつくことになる。

(本社機構の東京進出〉

昭和 12年(1937)プリッヂストン側は、久留米市

から東京へ本社機構を移転し、国際市場への進出、地

方企業のイメ」ジ脱却を試みている。

戦前、石橋氏の起こした会社のグループは全従業

員23.000人、そのうち久留米市には 2.500人の従業

員が働き、名実ともに久留米で育てられた産業と L

て発展している。しか L、現在ブリヂストンの久情

米工場は従業員 2.000名弱となり、工場は甘木、鳥

栖などj告l辺地域にも展開している。

〈生産技術のストックから新たな製品への展開〉

これまでみてきたように、足袋製造技術から、ゴ

ムと足袋の融合による地下足袋製造、さらに、ゴム

と足袋の技術からゴム靴の製造、そしてタイヤ チ

ュープベルトなどゴム製品への展開というように、地

域にストックされていた技術は、新たな製品づくり

に生かされ、さらに新たな技術・製品を生んでいる。

これは、久留米に限らず、全国の地場産業地域とい

われる所で似たようなことは起こっているものと思

われ、技術から製品へ発展していく過程で重要なの

は、創造的思考であったことは言うまでもなく、石

橋氏の挑戦の姿勢がそこに見られる。

さらに石橋氏は、現在の久常米地域の文化・教育

のインフラ装備に大きく貢献している。現在の久留

米大学の設置(昭和3年九州医学専門学校の寄付)、

石橋文化センター(昭和 31年寄付)を代表として、

東京においても昭和 42年の東京国立近代美術館の寄

付など、数多くの文化・教育施設の設置を実現して

いる。

〈これからの久留米の産業の課題〉

これらの地域資産や技術ストックを生かして、今
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後久留米が果たすべき役割をいくつかあげてみたい。

表中の産業分類は、 1975年と 1991年の久留米地

域(両筑地域)の人口千人当たりの産業従業者の動

きである o

久留米市を含む両筑地域は、 1991年の人口千人当

りの従業者は、 421人で、九州 7県よりも少し低く、

全国よりも九州、両筑ともにかなり低い。この差は、

地域づくり先導型の 15人の差と地域づくり基幹型の

62人の差によるものである。九州は全国iこ比べて、こ

の地域づくり基幹型、人間で言えばボディにあたる

部分が弱くなっている。

15年前の 1975年にはどうだったかをみると、全

体では全国の 403人に対して両筑は 363入、 40人の

差であり、先導型6人、基幹型43人の差であった。つ

まり、この 15年間に 40人から 64人の差へと拡大し

ていることがわかる O これは九州にも同じことが言

える。また、基幹型ではゴム製造業が、 1975年には

両筑には30人のポテンシャルがあったものが、 1991

年には 19人へと減少し、全国、九州が基幹裂が増加

しているのに対して、両筑の場合には、減少してい

るのである。久留米地域のボディ、体力の低下がこ

こにあらわれているといえる。これからこのf本力を

増強 Lていくためには、頭の部分である先導型産業

の強化をまず図る必要があるというのが大きな課題

である。

つまり、ゴム製造企業という地域の基幹的な企業

が、地域の発展をリードしてきた時代から、次にリー

ドする産業の創出が、今後の地域の発展に欠かせず、

これをいかにして生み出していくか、それには、頭

脳部分の強化以外に手はないのではないかというこ

とになる。

さいわい久留米市には、福岡県内で最初に設立さ

6 

表:人口千人当たり新産業分類従業者数
単位人/"'U'-. /、.，.、

全.. 国3.0 
~k5; 両 島義 全

I冒91f17県南地

企業 359.5 362.6 485.5 423.4 421.0 
づ 2 "咽E

;。 自... 88.3 

酔ぷ毛
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地卸場づ〈り怖. ト盟
34.6 28.5 3J.S ..‘5 35.1 33.5 

'"‘自 120.1 123.8 ，..‘E 152.2 160.9 
75.9 67.3 18.1 "‘I “ "咽且

れたリサーチパークがあり、ここにあるリサーチセ

ンターでは、新たな技術、独自の技術開発に向けて

様々な学術研究活動が行われている o これだけでな

く、さらに地域の知的活動集積を高めることが求め

られ、久留米を引っ張っていく新しいリーデイング

産業の創出が期待されている。その基礎となるのが、

石橋氏をはじめと Lて、先人が残してくれた資産、す

なわち地域のストックを生かすことではないだろう

か。(山辺真一)
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①失敗しないための r3セクj計画論

②公共賃貸住宅総会再生計画(建替事業のマス

合一プランに係わる事項)策定計画の視点

③市町村の将来フレ ム設定手法について
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「よかネット」への御意見を

いただきました

(前回より引き続宮、皆様から

いただいたご意見の 部を紹介します〉

爾なんといっても、問題の切り口、奇想天外の落し

所からみて糸釆論文が楽 Lい。(束京 河本哲三)

閥「椎葉」はどこからいっても遠い所とありますが、

yレートを 2、3記しであればと思いました。又、山菜

の名前をいくつか知りたいとも思いました。

(東京都留信也)

園地方からのすばら Lい発信、いつも楽 Lく読まさ

せて頂いております。今後共継続されんことをお祈

り致 します。(東京 杉原健児)

阻「よかネットJ毎号スミからスミまで読ませてI買

いております。特に糸乗さんのユニークさに大関心、

お元気で主 (愛知 折戸正明)

極観光は本来“ヤラセ"の説、本当に思います。観

光地のニセモノばかりはいやになりますね。農産物

直販所の「親切 信頼信用」の三原則はサーピス

提供の基本に思います。(京都 猪飼祥夫)

圏やぶにらみ九州論6長崎編、興味深く読みました。

今年で遷都 1，200年の京都も河様な道を歩んでいる

ようです。明治維新・東京遷都の時に京都には代り

に特別な財政補助があったと聞いています。京都を

守るには特別立法が必要と思います。

(大阪 中川要之助)

圏貴重な情報を知り、又田舎人根の根性が燃えそう

です。これからも都会派与党対田舎派野党二極構造

発展のため頑張りましょう。(兵庫 中村幸夫)

圏毎回楽しく読んでいます。特にやぶにらみ九州論

NETWORK'宇ッf.ワク

続けてください。読んでいると九州もひろいですネー

と実感しています。(広島 山野宏)

園毎回、地域おこし事例がちりばめられていて、両

白く読ませて頂いています。地域おこし事例で、ハー

ドを伴うものについては、その仕組み等にも付言し

ていただくと参考になると思います。いづれにせよ、

ページ数も増えてきて編集も大変になっているで L

ょうが頑張って下さい。(広島 寺島昌宏)

閥第 11凶の合同研修会に参加する機会にめぐまれ、

熱気あふれる討論に深く感銘をうけました。地域づ

くりは人づくりにあると見定めたグループに参加し

ました。先人の思想と行動の中に日本人 人類の普

遍的な課題を発見することが必要です。佐賀の地域

であれば窯業文化にふれるとき、陶器のない地域を

探ることも大切でしょう。南アジアのバナナの葉か

らいきなりプラスチック文化に移るようすは陶器の

ある生活文化の豊かさが本当にわかるのですo 吉野

ケ里遺跡ははげ Lい戦場のあとなのです。弥生文化

は自然破壊と戦争のはじまりなのです。

(福岡杉谷昭)

極毎同私が思いもよらない祇点フ軒ら社会を分析して

おり、非常に面白く読ませて頂いています。個人的

には東・東南アジアの情報を続けて載せて]頁けると

有難い。(佐賀 町中教仁)

圏よかネット 12号、省り難く拝受「豊かな自然から

恵をいただく、豊かな知恵をどの様に継ぐのかj新

しい視点からの問題提起、ありがとうごぎいました。

ガンバリマス!!r天に雲地に花蕎麦の秋白 LJ五城

(宮崎黒木勝実)

園いろいろなテーマを取り上げ、しかも請の凝らな

いようにまとめておられることにいつもl畠心Lてい

ます。ご健闘をお祈り Lます。(沖縄 新里勝生)
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やぶにらみ九州論 8 

社会のトレンドをどう判断し

新産業開発のコンセプトをどう見るか

先の号で、サービス業とか地場産業というものに

ついて、私の観光体験などをふまえながら整理 Lて

みた。まとめてみると、①サービスというものは、そ

の本質から 100%近くが提供者の人柄か、サーピス

が行われるところの土地柄に依存する、②両者を含

めたのが観光産業で、本来 100%地場産業=輸移出

産業でなければならない、③まがいものの観光業と

いうのは、土地柄から離れ、人柄を無視 Lて、ニセ

商品を演出するものである。最近商庖街などで話し

ていると、「こういうふうに演出して、客を集めてJ
などと、本業の演出家が聞いたら喧嘩になりそうな

ことがいわれている(本来演出とはひとつの真実を

発見 L、観光客に伝えるという意味だから)、④高品

質のサービスとは心に響き、思い出に残るようなも

のだと考えられ、その上等な見本が遠野と椎葉であ

った、⑤心に残ったサーピスの理由は、地域の本物

の文化(生活の知恵も含めて)を満喫させていただ

いたこと、などである。

遠野や椎葉は高品質だと述べたが、現実には、本

当に土地に根ざした、オリジナルな商品(サーピス)

が、各地でどんどん増えているわけではない。最近

市町村が物産センターを建てて、売場をつくるのが

流行っているが、そこで売られているものは、いわ

ゆる「土産物」としてつくられたもので、何処でで

も売られているものが多い。宮崎県の綾町や、佐賀

県の七山村のように、地のものを前提にした上で、さ

らに品質管理に心を配っているところは少ない。

[上維葉へは]

eJRご利用

]R 1-11日]駅下車宮崎交通日向市

パスターミナルよりパスにて物 II曹
産センター前下車、 2時間2分 I I邑
II向山=小倉特急4時間45分

常時幣急i時捌1分

博 多 特 急5時間'"分

鹿児島特急3時間16分

@マイカ ご利用

上椎葉=人 吉 1時間応分

熊本市内 3時間∞分

えぴの 3時間00分

今後もこの動きは変わらないのだろうか。「まがい

ものでもいいJから「本物指向jへ変っていくのだ

ろうか。変れるとしても全てがそうなるのか、ある

いは大量生産品は今まで通りで、いくらか「本物指

向Jのニードの比重が増していくということなのか、

などの問題が残っている。

結局のところ、「土地柄、人柄が本当に商売になる

のかj ということであろう o

以下、前号に続いて、①地域の資源を産業にどう

生かすか、②トレン?をどうとらえるのかという視

点から見た田舎料理の庖、③提案採用が遅れたため

に成功した例、④マンガ家は 50%浸透 Lてからでな

いと作品に Lないという話などを書くことにする。

(地域の資源を産業にどう生かすか)

前号で述べた椎葉村から、憐の「百済の里jのあ

る南郷村へまわった。隣といっても、焼畑からだと
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2車線もない医l道を 100キロほど迂回しなければなら

ない。

ここの百済伝説は、 10年ほど前に神門(ミカド)神

社のことを書いたパンフレットで知っていたので大

いに期待していた。ところが、神門神社の前まで来

たとき「これはひと苦い、えらい先生にやられたなj と

いう声が出てしまった。

百済伝説というのは、 1，200年前に百済の王族が逃

れてきてこの地に住みついたというもので、今でも

父王の神門神社(南郷町神門)に、その子福智王の

祭られている此木神社(木城町比木、神Fうから 50km

くらい離れている)から、年に 1度師走lこ訪れる祭事

が行われている o また、神門神社からは多数の銅鏡

が出るなど、注目される遺品も山ている。「よくもこ

れまで続いたものだ(戦争や民族聞の不幸の中で)J 
という思いで 度訪れてみたかったので、かなり期

NETWORK ・宇ッ件ワーク

待していた。

ところが、神門神社の横に建っていたのはキンキ

ラキンの百済の館という物産館で、百済の里とf可の

かかわりもなさそうな土産物が並んでいた。またそ

の奥には、西の正倉院という、木曽桧を使った校倉

造りの建物が建築中であった。なぜ南郷村が奈良の

真似をしなきゃならんのか、よくわからなかった。し

たがって、他にもいろいろ新 Lく名物づくりが行わ

れているようだが、行ってみる気は Lなかった。

神門神社はあまり手がつけられていなかったので、

福智王の墓というところへ行ってみた。こちらもそ

のまま残っていた。結局「百済の里j というプロジ

ェクトは、地域の伝説という資源を手っ取り早〈儲

けるために、瞬間活用する商業振興計凶(飲食厄も

3-4軒できていた)のようであった。それにしても、

千年余も伝統を守ってきた人たちの思いがこんな形

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一ーー一一一一一一一一一←→一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

〈一昧ちがう“はちみつつ

この蜂蜜は、蜂掘と呼ばれる巣箱でニホンミツ

バチを飼う日本古来の養蜂によるものです。

蜂掛jは木の内側をくりぬいたもので、蜂のいる

ところに置いておくと、下のスリット(小さい穴)

から蜂が入って巣をつくります。それを秋10月頃

約 1/3を人間が取り、残りは蜂の冬の食糧として

残Lておきます。ひとくちふくんだときの風味、香

りは全く西洋ハチミツの昧(普段たべているもの)

とちがいます。値段もうん倍ちがいます。椎葉に

も対馬にもあります。

(右の写真は対馬厳原町のもの、マークは町章)

稿!;;r騨轟轟麟轄 j
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になっていることに、少々不安を感じた。

椎葉村でも商業化は南郷村以上に進んでいた。国

道の標識に「→椎葉市街Jと出ていたぐらいに家の

建込んだ地以もあり、そこに村役場もあった。また

民宿も中心集落以外も入れて 40戸あるということで

あり、年間20万人の来訪者あるということであった。

おそらく椎葉は、日帰りできるような便利なところ

ではないから、宿泊者も 20万人ぐらいであろう o と

すれば、その売上げは士産品などを含めると 20億円

は下らないと見込める。民宿の増築などに木曽桧を

使ったりしないし、山菜やヤマメなどの川魚は地元

でとれるから、 20億円の売上げのための人件費、仕

入資材はすべて村内自給とみてよい。つまり 100% 

地場産業であり本物である。問題は蔀業の中味であ

る。

それとひきかえ百済の里は、手っ取り早く儲ける

にはいいと思うが、これが本当に地域産業と Lて農

業や建設業にまで波及効果を及ぼすことになるのか

という思いがつよい。しかし、「そんな民宿のような

むずかしいことはできんj という声も強い。たしか

にサービス業というものは、客の心をとらえなけれ

ばならないので、一定の心構え(知的サーピス技術)

は必要である。 Lかし、これも加に都会風な)i法を

とることではなく、昔からの日本人のもてな Lの心

構えでサービスすることで十分である。つまり、都

市から来た人々は都市的なサービスではなく、田舎

のもてなしを期待している o もし、都会風を要求す

る人があっても、その人々は長期的には顧客になら

ない L、クチコミで宣伝Lてくれる人にもならない

とみらi礼る。

観光産業は土地柄と人柄でもてなす仕事だという

ことを大切に Lたい。

10 

雄大な眺めが楽しめる“滝風目"

〈毘舎料理の庖のコンセプ卜は、社会のトレンドよ

り早すぎて、 15年間ベイしなかった〉

ずっと以前に、コンセプトづくりのお手伝いを L

た但馬の田舎料理の出を昨年7月に訪れた。「景気は

どうワ、でも随分になるj;ljと声をかけたところ、「来

年で20年になるから、なじみの人をお呼ぴしなけり

ゃ j、「ほう、もう 20年になるの・、大変だったね」、

r15年間はあかんかったからね、経営の軌道に乗った

のはこの4-5年だ LJ。ここまできいて私は樗然と

したo

「なにか食べものの庖をやりたい」ということから

始まったが、どんな庖をやるかが、なかなかまとま

らなかったo パーベキューの応がいいという案もあ

った。確かにわかりやすい L、酒落たパーベキュー

の山などはなかったので、良い案のようにも考えら

れた。しかし私は断固、「田舎料理の庖jがいいと勧

めた。一緒に京阪神の京弁当の庖、和食の庖、バー

ベキューの!占などを食べ歩いて、結局、女主人の考
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えで田舎料理の庖に落ちついた。この私の意見は、私

のエゴであったように思う。私はその土地の字型が

消えていくのが忍び、なかったのである。

今になって考えてみると、田舎で「田舎料理jの

j苫をやるということは少々無謀だったように思う。当

時は鳥取や姫路の郊外で精進料理の庖が流行ってい

たが、それは数十万の都市人口があった L、観光パ

スのルートにのっていたからだ。特殊な商品になれ

ばなるほど商控室人口が多くなければならない。それ

以上に閏舎の難しさは、近隣の評判が悪くなりやす

いということである。

誰でも経験することであるが、地方の旅館に泊ま

ると、山の中の旅館であってもマグロの車身がつい

ていたりする。これは、「金をもらうのだから、金を

使ったものをつけてサービスしなければならないjと

いう考えから起こっているのである。田畑や山で採

った農作物や山菜などは金がかかっていないので、田

舎料理を商売にすると、「タダみたいなものを出して、

金をとって食べさせているjという悪評が立つこと

になる。

115年間はベイ Lなかったjといわれたが、私は 5

~6年目から何とかなっていると思っていたのである。

この応の経営方針は少し賛沢だったかも知れ在い。田

舎の味を立杭焼の器にいれ、田舎の漬け物や枝豆な

どは井鉢に入れて出すような、「田舎の味を素朴な器

に、都会風なセンスで盛り、井鉢のような田舎風の

雰囲気でおさえる、そしてリーズナプルな値段jを

めざすということは賛沢に過ぎたようである。女主

人の「やってみたいJという思いがなかったら、手

間賃は出ないようなことで、やっていけるはずカぎな

い。しかし今では 20年たって、世の中の風向きも、

「田舎の本物jを評価する方向に吹きはじめている。

NETWORK ・"*ッ件ワーク

但馬牛を昧わえるステ キハウス

こういう経営方針というのは、あるいはコンセプト

設定というのは本当に迷うところである。

〈露天風呂は企画が無視されて何年もたってからや

ったのでうまくいった)

この話の発端は、 1980年くらいのことであるが、

その前に少し風呂談義を書く。 1960年代になると、

急速に日本中が豊かになり、 1970年の大阪万博のこ

ろには、借家でも小さいながら風呂がつくようにな

った。公営賃貸住宅も風日を入れられるスペースの

ついた借家から、風呂のついた住宅への転換がなさ

れた。

このことは公衆浴場から家庭風呂への大転換であ

り、公衆浴場が潰れるという余波をもたらした。そ

のあとデラックス銭湯というのが流行りだ Lた。も

っとゆったりした風呂に入りたいということであり、

それはゆとり願望を示 Lていたo

私は、雪国の田舎育ちで、夏は窓を開ければ外気

を入れることができるし、冬は風呂の湯が熱すぎる

と、窓を開けて、外の雪をスコップで入れればよい

というような世界に育った所為で、換気扇だけのマ
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ンションの風呂が恨め Lくなっていた。

ちょうどその頃、「視泉の活用を考えよJという日

町の仕事が飛び込んできた。まず、クアハウスのよ

うな湯の多様性を追求することを考えた。そ Lて、

1970年代の終わり頃、 O町の豊富な湯量の温泉活用

として露天風呂にたどり着いた。この案は、私のと

いうより、町の担当者と共同で考えついたものであ

るo 露天風呂などというものは、単なる思いつきな

ら言えるが、温泉の湯量、温度、補給湯量の見当な

ど、温泉についての知識がないと、収支も考えた事

業としてのYメはできない。 Lかしこの露天風日昔|

画は町長に採用されなかった。あまり変わったこと

には手を出さないというような雰囲気と、我々側の

説得力不足であった。そのため町長がかわるまで何

年か待つことになった。

結果だけ言うと、 7-8年前にクアハウスと露天風

呂、但馬の牛の肉のステーキハウスができて大変流

行っている。当初計画を年間6万人来客という予想で

たてたところ、そんなに来るはずがないから 3万人予

想にせよと県から指示されて、書類はなお Lた。と

ころが、実際には、初年度から 11万人の来客で黒字

となって Lまい、今でも一般会計繰り入れをしてい

るj大況である。

もしこれが、 1980年頃にできていたら失敗してい

たかも知れない。温泉ブームはまだ始まりかけてい

る時期だったと思う。前町長の反対で数年遅れて、

人々の気分から少し遅れるくらいで、世間の温泉事

業の先頭を行くことができたように思う。

この露天且L呂などの成功は、コンセプトだけのも

のではない。町の担当者は都会へ出るたぴにパンフ

レットを持ってまわり、夜飲みに行くと必ずパンフ

レットを何部か置かせてもらうというような、民間

12 

人顔負けのような営業活動をしていた。この人があ

ったために企画もできた L、事業化もできたし、運

営も軌道にのったのだと思う。運のいいプロジェク

Tであった。

〈マンガがマンガになるのは、テ マが世間に 50%

浸透してから〉

今回はどちらかというと、私が「俺は早くから気

ついていたぞj といって威張りたい気分でいたとこ

ろ、「早いだけでは仰の役にも立たないよJと言われ

た気分になった失敗談を書いているのであるが、時

代とコンセプトの関係について、マンガ家の考えを

知ることができたのでそれを書きたいと思う。文芸

春秋の 10月号にサトウサンベイの話がでている。そ

れを少 L引用 Lたい。

4コマ漫画の難しさとして、「面白いのは、新聞記

者のように、起こったニ)スをすぐ描くことではな

いんです。それはダメなんです。例えば“ファジー"

という言葉が出てきたときでも、すぐ漫画にはでき

ない。読者の 50%ぐらいまで浸透してから描かない

と、漫岡と Lて分かつてもらえないo じっと待つ時

間がいるんですj と述べている。

田舎料理の応は、もっと待つほうが良かったかも

しれない。 Lかし「待ちすぎて 70%くらい浸透 Lた

かなと思う頃に漫画にすると、古いといわれて若い

もんにパカにされるj とも述べている。

大きい資本で、立地条件の良い場所で事業、企関i

する場合は、二番手指向の真似方式が有力であるが、

不利な条件であればあるほど、少々の無理をしなけ

ればならないこともある。そこから、 10%浸透の時

期や、 30%浸透の時期に着手する盤理も生まれる。こ

のあたりが、いろいろな条件の兼ね合いでできるこ

とになり、最も難しいところであると思う。
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くそれでもやっぱり、九州は、福祉産業地域の適地

として、産業化を急ぐべきである〉

テレビのスイッチが、手持ちのボタン型スイッチ

に変って Lまって久しいo 聞いた話であるが、この

スイッチはもともと、障害者のためlこ開発されたも

のだという。ところが人聞は、「進歩とは横着をする

ことだjと考えているので、今では体を動かさずに

はいられない幼児まで進歩 LてLまって、最大の愛

用者となっている。

このように、障害者や高齢者に便利な機器や施設

などが健常者にも喜ばれることは、ほほ間違いない。

福祉産業の分野は極的て広い。住宅関連、補助器

具(椅子、耳.HI'関連、他)なとのハードウェアは

多分野に及んでいる。またソフトシステム分野では、

観光旅行、博物館があり、直接サービス事業として

も障害者施設、高齢者のための施設、健常者のため

のいやし施設など、極めて広く裾野を形成すること

となる。

おそらく、日本の 10-20年後は、自動車など、及

びもつかない}よがりと厚みをもつことは間違いない。

そして九州は、気候条件や自然の物産などからみて、

高齢者や障害者の生活環境として、優れた条件をも

っている o

このように先行きがはっきりわかっている分野に

ついては、 10%、20%認知段階で取り組んでも、別

に無理を重ねることにはならないと思う。しかL、先

の長い地域産業を開発する場合は、公共li!l体の役割

も大きい。採算上の問題もあり、民間のみではむず

かしいと考えられるからである。いずれにしても九

州が日本の中で、重要な産業分野を分担する地域に

なることを望むものである。(糸乗 貞喜)

NETWORK'求y件ワーク
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年2回行われている地方シンクタンク協議会の九州

沖縄プロックの第3回目の交流会が、 12月1、2日、

鹿児島市で鹿児島総合研究所の世話役により行われ

た。九州各地から 20名の参加であった。テーマは「高

度情報化の進展とシンクタンクのあり方j というこ

とで、情報化といった方面にあまり詳 Lくない私が

行っても分からないのでは、と思っていたが、交流

に主眼を置くことにして参加したo

〈コンビュ一世はネットしないと意味がない〉

まず「鹿児島県における情報化の動向jと題して、

側鹿児島県頭脳センター所長の岡村氏が講演された。

一部を紹介すると次のようである。

ー日本は情報革命の開始がアメリカより 20年遅れた。

ハード両では努力次第で追いつけるが、ソフトで

はなかなか追いっけない。

.OA機器としてはワープロが普及しているが、日本

のワープロは他の用途で使えず活用性・拡張性が

ない。情報化の中心は通信ができるコンピユ)タ

だ。

ー日本の国民1人当たりコンピュータの計算能力はア

メリカの4分のl、OECDの中では最下位と効率が

悪い。

日本でソフトの天才的な開発をする人がいない原

因の一つはキーボード、タイプライターと毛筆文

化のギャップがあると言われている。

コンピュータを単体で使うことで幾分楽にはなる

が、ネットしない限り本当の利益は生まれない。そ

のことに日本人は気付いていない。
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プログラムで動かすべき機械を導入しながら人の

手で動かしているなど、何のために使っているの

か分からないことが多い。情報化にあった機械を

情報化に合わない方法で使っている o

(1次情報の獲得と情報の共有化)

講演に続いて出席者同士の意見交換が行われ、次

のようなことが話された。

情報化が進みソフトやハードはできても、そこか

ら入ってくるのは2次情報に過ぎない。フェイス

トゥ フェイスで仕入れてくる l次情報がないと商

売にならない。そこが企業等で情報化が図られな

い原因だろう。

'基本的に、社内で情報の共有化を図ることが大事。

同じ情報を各人別々に取りに行ったというのでは

効率が悪い。

コンピュータは通信機器として使うべきだが、社内

のコンピュータでつながっているのは電源だけだ。

日本でマルチメディアが発達する必然性があると

したら、長時間通勤をやめ在宅勤務にすることで

はないだろうか。

情報化が進んでいったときのシンクタンクの役割

は、地域の情報発信を担い、地域の政策を提言 L

ていくことだろう。

(竹を平板にした涼しげな新素材)

翌日は、エクスカーションと Lてテクノポリスの

指定を受けている国分地域の視察をした。

側鹿児島頭脳センターは平成2年に設立され、鹿児

島県土を模 Lたデザインの建築。研究開発、情報提

供、技術者育成などを行っている。そこで開発され

たものに、ゴルフの練習機器「ょせ太郎j というの

がある o 実際にボールを打っと、音や飛んだ方向か

ら両面に飛跡が表示される。これでかをり上達する

14 

ゴルフの腕力ず上がる?ー「ょせ太郎」

そうだ。鹿児島県工業技術センターでは、孟宗竹(モ

ウソウチク)を平板にのばした新建材が開発されて

いた。竹の節の 1本ずつ違う間隔が木の年輪に劣らず

美しく、かなり涼しい感じのする素材で、早く商品

化されていれば今年の猛暑には相当売れたのでは、と

いう話もあった。その他シラスを利用した新素材、超

微粒シラスパルーン等も見せて頂いた。

(伊藤聡)
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11月24日に第 34団地域ゼミが行われました。今

回は「住んでみて感じた日本と中国の文化jと題し、

1990年と 1994年に中国で生活L、中国の市場経済

の変化や人々の暮らしの変化を、見て回った佐賀大

学経済学部の水野一郎氏に講演していただきま Lた。

その内容を一部ご紹介します。



15 

〈日進月歩の経済成長の影響〉

一年一昔の中国経済事情。 93-94年の GNPの伸

びは 13%。労働者の賃金も大きく仲びており、中

にはここ 5年間で賃金が 10倍に伸ぴた人もいる。

インフレ率は 10-20%と高く、経済成長に乗り遅

れた人にとっては、物価が高いlF.i舌Lづらい社会

になっている。

。毛沢東の生誕 100年祭では、かなり人が集まり、今

の開欣型経済の社会に不満をもっ人もかなりいる

のでは。

書)6で今売れているのはハウツ←もの。キャリア一

重視の中国では、会計:1，などの職種が人気、企業

内でも試験突破が出世の必須条件に。

〈今後の中国を担う若手の世代〉

現在、企業や大学教授などでがんばりが白立つの

は若手の人たち。文化大革命時代に学生だった 40

代中頃の世代の人たちが、国の経済、社会を立て

直している。

〈最も共産主義が似合わない国民〉

血縁、家族の結びつきが個人の行動の決定要因に

なりがち。「顔ききjが横行し、公用車への便乗な

どは日常茶飯事。人がそれぞれの便宜を融通しあ

う社会で、人口 10億以上の中国では、闘が何かし

てくれるという期待はほとんどしてないという 0

.夫婦の組み合わせはお互いのメリットを活かせる

ように(役人→住宅の便宜が周に図ってもらえる、

合弁企業→高所得のチャンス)、 r1人は役人に、 l

人は合弁企業にjだそうだ。

〈社会主義市場経済の達成に向けての下準備〉

「社会主義市場経済jの法的 制度的基盤が確立

しつつあり、会社法もできた。法人税についても、

囲内企業と外資企業の税率は33%で|司率とされた。

NETWORK.宇外ワク /Jl.{i害・ 2書

また、所得税は年 800元以上の所得がある者が対

象で、最高税率は 44%と日本よりは低い。

・土地の貸付は住宅は 70年単位、工場は 40-50年

単位となっている。

・国債が金利の大幅アップで相当売れている。従来

の害lり当て型販売から、人民の|買う気j を起こ

させる販売方法への転換に成功。

(国民 丸となった勤労意欲の高揚策は)

. 10億人以上の国民の勤労意欲を高Hdさせるのは容

易ではない。夏の40'c以上の日は気温をわざと公

表しないのは、気温を知ると、一斉に勤労意欲が

なくなってしまうからである。(尾崎 正利)

l 何かが違う恵比寿ガ デンプレイス ( 

側地域計画建築研究所 l 

束京事務所長 小林佑造 ! 

10月の下旬糸乗さんと、神戸などにはあるものの

東京では初めての、住まう 働く 遊ぶがコンパク

トにまとまった街「恵比寿ガーデンプレイス」を見

学してきました。

この計画 施設内容は、東京で初めてのピール工

場と Lて100年前に取得した約 8.3haの敷地に、建

築面積3.2ha、延床両積47.7ha(容積対応47.2ha)、

駐車場 1，900台、総工事費 2，900億円かけ、「特定市

街地総合整備促進事業jとして自社(サアポロビー

ル側)開発されたものです。

この不況下、億ションでありながら高倍率で話題

となった住宅 1，030戸(内分譲290戸)と入府率80

%近いオフィスピル(地上40階最上階は展望レス

トラン街)、サッポロ本社ピル、ホテル (445室・ 7
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ライダルは半年先予約済み)、それに、パンフレツト

によれば、「従来の百貨庖の数々の常識を打ち破った

三越j を含めた商業施設、来年初旬まで予約済みの

ディナー3万円(ちなみに昼食3，000円)のフランス

三星レストランと提携したバロック建築風シャトー

レストラン「タイユパン ロブションjを含む3，000

席の飲食店。ミニシアターと l万本以上の写真を収蔵

する写真・映像の東京都写真美術館を含む文化スポー

ツ施設とで構成されています。

入り口に立っと、高層建築があるにもかかわら F

!土迫感を感じません。自の高さでの処理が上手く、主

婦達が干円札を握りしめて半日過ごすために通いつ

める街の雰囲気が用意されています。

ここでのコンセプトは「味わいライ 7J、そこに住

む人、働く人、遊ぶ入、食べる人、その機能がこの

8.3haの中に備わっているわけで、一日の来街層は朝は

通勤者、日中は王婦ぶらぶち人(東京お上りきん)、

夜はディナーと若者、そう言われれば東京にはコン

パクトにまとまったこういう組み合わせの街があり

16 

ませんし、再開発であればこの環境が出せるであろ

うと思えるのですが、商業・業務・住宅と嬰素とし

て変わりはないのに今 つインパクトがありません。

ここまで来たらビールを飲まないわけにはいきま

せん。麦酒記念館で季節のおすすめビールが最高の

状態で試飲できるということなので、見学場所は素

通りして、ビール本来の味を残している中ジョッキ

杯200円のえびすピール(ビールは売るカさツマミ

は売らないとのことからココナツ…袋サーピス)、こ

れならここのオフィスに事務所を移すのも悪くはな

いなと思いながら、みんなが働いているときに飲む、

なんともいえないおいしいピ)ルを飲んできま Lた。

ガーデンプレイスの名の様に、庭園都市(ガーデン

シティ)と商業都市(?~ケットプレイス)を融合

した小さな「まちj のかたまりを造りながら、人が

どのように街を利用してくれるのか、街の使い方、(ど

れだけ)多くの人の立場に立って機能を見つめ、運

営方法を考えていく、そんな再開発が今後必要なの

ではないかと考えさせられた『小さな街』で Lた。

( 自販機とパチンコと福祉産業

大分県別府市の亀川駅周辺には、車イスの人が目

立つ。「太陽の家勺という障害者の社会復帰を白的

とLた福祉厚生施設があり、多くの従業者が施設内

や周辺に居住しているからだ。

そこで見かけたのが、太陽の家の前に設置されて

いる自動販売機である。低い位置からボタンが押せ

るように、機械の横に棒切れがぶら下がっている。簡

単でいいアイデアだと思う。

施設から 500m程離れた所にあるパチンコ府では、
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車イスでの利用が可能である O パチンコ!苫といえば、

床から生えたようなイスが普通だが、ここでは車イ

スでも利用できるよう、 部の台では移動ができる。

他にも、近くの商庖街には、座席を取り外したり、取

り外せる飲み屋が多いという。

「保護jより「働く機会jをというのが太陽の家の

モットーである。障害者の方に話を開いても、普通

の人と同じように扱って欲 Lい、ということをよく

耳にする。樟害者の運賃が半額等になるのは、 f同情

科Jでは1，;:く、その交通機関が障害者にとって使い

にくいことによる「サービスの差額還元jのためで

あり、もし、全ての人々が同じようにその交通機関

を利用できれば、値段は同じでいいと思っている o 障

害者に必要なのは、向自に行動できる環境であり、我々

の意識を含め、ほんの少しの努力で改善できるとこ

ろはたくさんあると思う。

亀川地区では、地元の人々がハンデのある人のた

めに、これらの環境の改善にむけて頑張っている。もち

ろん「普通のお客さんjとして迎えるためにである。

(北村茂樹)

己の自販機の向かつて右横に棒がかけてあります

J書z 島7“重量

勢「太揚の家J
1965年に設立された日本初の障害者復帰施設。

施設内には3社の工場・事務所の他、スーパー、

銀行、体育施設がある。

約750人の従業者のうち下肢司自由者が大半を

占め、施設内の寮、民聞のアパートを含め、半

数以 kの人が施設周辺に居住している。

「
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奥に進むと畳の問、食堂、寝たきり老人用の特別

浴案が完備され、浴宗への入口は裏目的なところか

ら入るよう設計されているが、利用者は特別扱いを

嫌がるため、普通のお年寄りと変わりなく正面玄関

が使われている。設計者の思いと利用者の思いにズ

レのでた 例である。

隣接しているシルバーハウジングには「生活リズ

ムjオンシステムがあり、全入居者の行動が事務室

で把握できるようになっている。ガス漏れ、火災は

勿論であるが、 12時間動きがないとランプで知らせ

るようになっている。手千戸の錠も緊急の際には自動
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的に事務室で解除することができるという。

このセンターの室内や廊下の壁には、自作の折り

紙や貼り絵が飾られ、またいろいろな所に木がふん

だんに使用されるなど、随所に温もりが感じられた。

(高齢者の住まいはやはり南向き〉

サービスセンターと隣接しているシルバーハウジ

ングの単身者lrijけ1DKにお住まいの 76歳のおばあち

ゃん宅にお邪魔した。

段差な Lの玄関を入ると、住棟が束|向きのせいで

薄暗い感じが LtこO 居|切に腰を下ろすと外が見えな

くなるくらいのバルコニーがあり、圧迫感を感じた。

自家製のいちご焼酎と蒸かした里芋をご馳走になり

ながら話をうかがったo 入居者が地元と他所からと

に分かれており、入居者向のつき合いはあまりない

ようであるのまた、今までと違うここでの生活習慣

に馴染めない人が閉鎖的になりがちということだ。体

の動くうちは、隣抜のセンターに行くより、もっと

刺激のある生活をしたいとのことだった。

翌日、視察したシルバーハウジングは、東京事務

所の小林氏が設計管理されているもので、 12月で 2

年目の新しい住宅である。咋日視察 Lたシルバーハ

ウジングと比べると高齢者への配慮のされ方が違っ

ていた。室内は全戸南側を向いており、また、間仕

切を少なく Lていることもあり、開放的で明るい雰

凶気となっていた。他にも“自分の家"という意識

を持たせる玄関先の表札、パス、トイレの可動式の

手すり、バルコニーでの隣人とのコミュニケーショ

ン、備え付けの花壇など、他にもたくさんの高齢者

への配慮がされていた。しかし、厨住者数人に話を

うかがってみると、

・「インターホンが鳴ると受話器で来客者と話をし

て自動錠を解除できるのに、やっぱり玄関まで行

18 

「生活リスtムjオンシステム 12時間勤吉が者いとランプが知らせる

って Lまう j

@押入はキャスター付きの布団収納となっており、出

し入れが容易となっているにもかかわらず「もっ

と沢山の物を入れられるようにしてもらいたいj

@浴室は段差解消の手段として“すのこ"をi買いて

いるが、重いすのこを抱えて掃除がしにくく、外

している o

@台所は、電気調理器を使っており、お年寄りの安

全を考慮 Lているものの、「揚げ物など火力の強い

料理をすることが出来なくて困るjなど、不満の

声もあった。

住み手の性格、多様な生活習慣、価値観などを、現

実に多種多様に応じることは難しいと思った。

〈高齢者の日常的な暮らしのサポートが大変〉

夫婦でライフサポートアドハイザー (LSA)をさ

れている方の話では、「この住宅は 2年目だが、当初

は入居者が様々なシステムに慣れていないため、毎

日のようにトラブルがあったが、半年くらいでよう

やく軌道に乗った気がする。最近では入居者の相談
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相手になることも多い。現在27:j!，の入居者をサポー

トしているが、理想は20名ぐらいかなjと言われた。

続いて、奥さんは「ここに来る前は、家族旅行を年

にイ可回かしていたが、ここに来てからは旅行に行っ

ていない。」と、入居者の安心はこういう方達の代償

があって、成り立っているのだと思った。

住む側(高齢者)、つくる側(設計者、行政)そし

てLSAの3者がそれぞれの立場を理解しあうことが

大切である と 思 っ た 。 ( 宮 原 真一)

「一一一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一】一一一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一 1

長崎の路市電車は

100円で、途中乗り換え

ると「乗り継ぎ券」を

くれます(どんな場合

もくれるのか、ルール

はよく分かりません

が)。ところ古まあると

き、「運賃はいただきま

せんj という電車に乗

ること 7ができま Lたo

どこの都市でも、この

ような提供電車があれ

ばよいのに と思っ

た次第。
運転士さんの後ろ
にある看板

A .s事・ 2書/Ja 況

近くて速い中国

〈福岡県青年の船〉

1l /6~ 1l /16 r福岡県青年の船jに参加し、中

国(広州、深草11、香港)にいってきた。福|詞県主催

で24回目になる。県内在住の若者約 300人が団体行

動を通じて青年相互の連携や国際視野を広げるとい

うの均すねらいである o

団員は約 15人程度の班に分かれ斑ごとに行動をす

る。約6日間の船上では毎日何かのイベント(班別の

出し物や、運動会など)が行われ学園祭並の忙しさ。

他にも講演や参観活動と、息っく暇もなく毎日が過

ぎていった。「仕事しとるほうが楽ゃなー 」という

声も。しかし、一つのことをみんなでやり遂げたと

いうことで、互いの連携は強くなったと思う o

(人が降ってくる)

広州についてまず交通事情に驚いた。ここでは、車

優先、歩行者は邪魔もの、常にクラクションの音に

驚かされっぱなしであった。交差点にもほとんど信

号はないが皆平然と歩いている。ここでの常識は、止

まらない走らない、車は人の歩くスピードに合わせ

てよけていくからである。

歩道には建築現場から出た廃材や瓦礁があふれで

おり、たまにこの地方の名物でもある竹で組んだ足

場から、人が落ちてくることもあるらしいO

〈郷に入っても郷に従わずに 300人が沈黙〉

|卦体とはいえ一度に 300人で旅行するのは滅多に

ない(修学旅行ぐらいだろう)。これだけ大人数でい

くと海外の常識もマナーも関係なくなってしまう。

広州で現地の中山大学学佐との夕食をかねた交流

会が行われた。乾杯の後、なれない中国語や英語、日
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本語を駆使して話も盛り上がったが、日本、中|司それ

ぞれの代表の挨拶の時、日本では静かにするのがマ

ナーだが、中闘ではこんな時も静かにする習慣がな

いと開き驚いた。後で中国青年から開いて知ったが、

夕食会で、蛇と犬の肉を食べていたらしい。

いろんな事があったが、今回できた友人は長くつ

き あ い た いと思った。(金川 薫)

一

誌

一
口凶

一
回
方j

一

一
食

'lljjx日 11月の市与わ

りは、焼き牡蛎のシーズン。

有明海の冬の名物はカキ

のマンションカキ坊。太

良町の国道沿いの露府で

焚き火を起こ Lてもらい、

千円払って、大袋一杯の牡 そろそろ食べ頃?

蛎と軍手と五寸釘と薪をもらう。勝手に焼いて勝手に

食うプリミテイプな食場である。外側から焼けた牡蛎

を順番に五す釘でこじ開けてチュルッと食べる。たま

にゴカイなどが牡蛎の中に入っているので、一緒に

チュルッとやらないように気をつける o 30cmの長さの

カキ坊に、平均30個くらいのカキが入っていた。看板

には「カキ坊有りマスjと書いているが、「坊Jではな

く「房jの方が正しいのでは・・ 。煙かったが、千円

払って、 200個以上の牡蛎を食べて大満足お)

・12月×日 長崎は大黒市場の角地にある自で「モド

キ雁もどき(これは勝手につけた名称)Jなるものが

あった。中味は魚のすり味と豆腐をベースにヒジキ、

キクラゲ、人参、ゴボウ、海藻(めかぶのようなも

の)を練って揚げたものである。 5個 300門左安く、
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今や高級品と言われる薩摩

揚げ(1個 120円)に比べて

はるかにボリュームもあり、

甘味もなく美味である。い

よいよ長崎が好きになりそ

うだ。(や)

. 12月×日 対馬の仕事で

町内を案内していただいているうちに話題はやはり

鳥の美味しいものの話。対馬では近海で烏賊魚業が

擬んであり、特に「水烏賊jは烏賊の中でも最高で

あるという話を聞いたはよいがこの日は食べる機会

がなく寂しい思いで帰宅。

しかし、翌日訪れた大黒市場で「水烏賊jがある

ではないか。やはり、ここは対馬と同じ長崎県なの

であった。 1パック 300円の料身を 2パック購入 L、

]R IかもめJ号に飛び乗り食したが、歯ごたえとい

い、他の烏賊刺身にない甘味といい絶品であった。今

度は本場の対馬に食べに行こう o ゃ)

(わが家の雑煮〉

正月は毎年里帰りしているため、ノト生の実家と女

房の実家の話となる。小生の実家の方は禁鳥の出し

汁をベースにし、醤油で味付け Lたものに輪切りの

大根(いつまでの円満でありますように)、昆布、蒲

鉾、ミズナを入れた賑やかなものである。

ー一方、女房の実家の方は同じく鶏をベ)スにした

出し汁に、スルメが入るといった椋シンプルなもの

である。おせち料理があきた頃あっきり系統を胃袋

が求めている時は、これもまたよ lo や)

・雑煮といえば納豆がつきものO 鶏肉、里芋、大根、

人参、ごぼうなどにするめを入れて煮込み、最後に

餅をいれる。餅がEろっとしたら出来上がり。ここ

まではどこにもありがちだが、食べ方が違う。小皿
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に納豆をとり、雑煮の中から取り出した餅でくるん

で食べる。これは父の実家である菊池郡七城町(こ

こは憐近所が歌丸姓)の食べ方。祖母の家では、納

豆も手作りで、“ころ豆"とよんでいる。(は)

「わが家の雑煮はどこ風ワ」と母にきいたところ、

「うち風」との答え。昆布と鰹でだ Lをとり、丸餅の

他に、椎茸、蒲鉾、人参、ごぼう、里芋、鶏肉、か

つお菜をいれる。わが家の場合雑煮を食べるのは本

当にお正月だけ、だからこそ特別であらたまった気

分が味わえるのだろう。(と)

・私がJ:!r学生の頃まで食べていた雑煮は、大川市の

風浪宮というお宮さんの周りでは一般的なようだが、

一風変わっている。母方の祖母が作るこの雑煮は、昆

布とするめで出汁をとり、塩と少しの醤油で味を付

け、 7種類の野菜(大根、人参、ごほう、里芋、白菜、

小松菜、白葱)に小豆をいれ煮込む、最後に塩焼き

したぶり、角の焼餅を入れる。「見た目も変やけど、

食べるともっと気持ち悪い」といっていた関西人の

父は、 A 人 味噌汁に餅を入れていた。 (る)

うちの雑煮の特徴は具が多いこと。だLは椎茸、昆

布、いりこでとり、薄Uの醤j由で味付ける o その中に

丸餅と大根、人参、ごほう、白菜、椎茸、蒲鉾、それ

から鶏肉、ぶり、青みにきぬきや等をのせるo これを

どんぶりで、まさに「食べるjという感じ。私の実家

は筑前の直方だが、祖母と曾祖母が佐賀の出身なので、

はがくれ風ではないかと母は言っている。(さ)

私の近況

〈地獄のは立し〉

地獄の話を聞きにいこうという呼びかけに、少々

l!i iJi! 

再建された講堂

地獄に近づいた人間共が20数人も集まって、薬師寺

の高田好胤法主の法話左スライド(地獄のありさま

を描いた)を見聞しま Lた。それは「ため池の会jの

行事で、 10月16日のことです。

「ため池の会Jというのは、大阪近辺の中高年の悪

餓鬼(つまり餓鬼道に近づいている男女)が集まっ

ているグループです。水の話に例えると、仮にドプ

水でも、排水管の中や三面貼りの水路をセカセカと

走っているよりも、溜め池やわんどなどで淀んで、フ

ナやポーフラなどと仲良くしていると、少 Lは浄化

されるやろという意味です。

悪餓鬼の集った薬師寺は、有名な話なのでご存知

のこととは思いますが、高田法主が写経の納経科で

再建 Lょうとされ、金堂西塔 中門・回廊の一部

ができています。

、l、私流にくだけて言いますと、この事業はサーピ

ス業の鑑みたいなもので、お客様に[参加してもらい、

金を出してもらい、喜んでもらい、宣伝・勧誘をしてい

ただく」という、基本的なことがすべてととのっている

仕事です。ついでに紹介しますと、納経料は今でも千

円、用紙を送っていただくと300円の送料がかかるとの

ことです。 (TEL0742-33-6001， FAX 6004)。また高田法

主の書かれた「心ーいかに生きたらいいかJ(徳間書房)
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を読むと考え方が書かれています。 (糸乗貞喜)

(16kmのウォーヲラリーで体重オーバ一実感〉

「大往生j という本の中の「ハゲになったり、白

髪になったりして嘆くことはありません。ハゲにな

り、白くなったりするまで生きられたと思えばいい

んです。jという一節に日々勇気づけられている。

昨年の7月頃よりシェイプアップと体力維持のため

日曜日にジョギングのまねごとをしています由大き

して効果なし。これよりピールを控えた方が良いの

かも知れないと思う今日この頃。

-昨年の 11月に小学校4年生の息子と 緒に約 16km

のウオークラリーに参加し、完歩したものの、小生

は一週間足の痛みがとれず(息子は全く何も異常な

L)、少し体重オーパーを実感。

〈年末の思い、あれこれー〉

( 111田龍雄)

-先日誕生日を迎え、いよいよ 20代も残り少なくな

TDL大成功の真相
ディズニーランド日本上陸記

ダグラスリップ 著

日ド公人監修

賀111 洋訳

NTT出版

(14万坪の敷地、 1，800億円の総工費〉

東京ディズニーランドの誕生によって、ホテルが

立ち並び、交通機関が発達するなど、アーバンリゾー

ト地として大きく変貌 Lた千葉県浦安市。かつてこ

の浦安地区は「沖の 100万坪jと呼ばれる広大な荒
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ってきました。仕事にも、社会的にもプレッシャー

を感じつつあります。

今年も残り少なくなり、実家に帰る日が近づいて

きました。若葉マークをつけて、マイカーで帰るの

も3度目です。車で約2時間半、人吉も近くなりまし

た 。 ( 歌 丸 星 子 )

(一次情報にこだわりたい)

・先日参加した地方シンクタンク交流会のときに考

えたことであるが、この「よかネットjのひとつの

意味は、実際に自分が見たもの、触れたもの、食べ

たものなどをリアルに綴って発信することによって、

いわゆる 1次情報にごく近い形で提供していくことだ

ろう o 品なくともどこかで聞いたような 3次情報、 4

次情報をここで提供する意味はないと思う o ある方

が r2次情報を分析して満足している若い人が多いj

と言われたのが印象的だった。(伊藤 聡)

地と漁場が広がる問であったが、 1958年工場排水(本

州製紙事件)によって漁業は壊滅的状態となったO 際

の小島とも呼ばれ、公害問題で住民はかつてない危

機に見舞われた。

一企業によってわずか20数年後、街そのものが変

貌した。巨大な埋立事業、すなわち TDL(東京ディ

ズニーランド)構想である。

〈文化は国境を越える〉

本書は、浦安の地に新しい息吹を吹き込んだ東京

ディズニーランド構想の主役となった人たちの苦労

話、裏話が紹介されていて而白い。

日本とアメリカの聞には文化、歴史、宗教等、人

生観、家族観の相違があるが、ビジネスの世界では

比較的そうした相違に影響されずに協力できるとい

うのが 応の常識だが、実際にはそう簡単にはいく
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はずがなかったo

著者はTDL創業に参加した米国人スタッ 7であり、

日本人とアメリカ人のビジネスマンが、お互い相手

を理解するのに苦労した話をアメリカ人情iからリポー

トしたものである。

〈あやかりテ マパ ヲが32筒所もで吉た〉

1990年代は「テーマパークの時代」といわれる。

北は北海道芦別市「カナデイアンーワールドJ(90年

7月オープン)から、南は鹿児島県中木野市「ゴール

ドパーク串木野J(88年 11月オープン)まで主だっ

たテーマパークは 32を数える。このなかで私が訪れ

たのは東京ディスニーランドを合的数カ所ではある

が、やはり規模、楽しさ、質の良いサーピスの点か

ら、東京ディズニーランドにかなうものはないと感

われら、 … iわれら、創造の世紀へ

意思議撃の…附l 備え刊は何か

飯沼和正著

日刊工業新聞社

飯沼さん(と書かせていただく)には、何度も「創

造性jということについて、教えていただいた、と

いうより、何度もうなられてきたという方が正確だ

と思う。その中で、本の中央公論に載った、「ヨーロ

ツパも、もともと模倣だった」し、「アメリカもヨー

ロッパの模倣ばかりしていると嘆いていた」という

話が、早く本にならないかと思ってきた。つい最近

*'BOOKS 

じた。施設全体で創り出す世界(私たちの不思議の

悶へょうこそと、ミッキーマウスキドナルドタック

をはじめ、木や、草花までもが今にも喋り出して歓

迎してくれそうな雰囲気)は、私を充分に満足させ

たし、また是非行きたいと恩わせる。

(開園 11閤年を迎えて、今なお盛況〉

東京ディズニーランドは、年間 1，000万人を超え

る来園者を集め、日本の遊園地の常識を超えた存在

である。その「夢と魔法の王国jの経営システムと

運営ノウハウを学ぶには、田所誠著「東京ディズニー

ランドの魔術商法j、小宮和行著「東京ディズニーラ

ンドの驚異の経営マジックj、栗田房雄・高成田亨著

「ディズニーランドの経営学J等、あわせて読まれる

ことをおすすめしたい。(伊藤 加奈)

も、科学 技術の分野のあり方について、簡単に読

める解説本はないかと聞かれて、中央公論の論文と

飯沼さんの個人雑誌のコピーを渡したり Lていた。今

後はもうコピーしなくても、この本を紹介すればす

む。中味は日次を掲載 Lて紹介にかえるが、是非一

読 お 願 い し た い と 思 い ま す 。 ( 糸 乗 貞喜)

第 l部創造的世紀ヘ 時代認識の問題として

1 -1 1990句におけるけ本の伎術の到達点は

1 -2 20世紀初頭にみる、アメリカの[科学」の状況

}-3 ヨ ロツパ先進諸岡では とりわけイギリスにおける校倣

第11部試論晴えるぺきは怖か
…創造のための知的インフラとして

ll-] 創造活動の盛衰を決めるものは何か 社会全体としての創造

活動、偶人としての創造前勤

ll-2 白山と制御

ll-3 創造のためのヨコ社会ンステムの提言

ll-4 大学は期待できるか..F教授への手紙ー

詰 111部新しい芽として。これからの展望は

ill-} rERATOJ棚造科学技術者問権度)とその意義

ill-2 理研ーなぜCOEなのか、どこが通うのか

ill-3 企図、地球社会への展開
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l おしらせ -

i 第 35回地域ゼミのご案内

rミニ独立悶戦略j

講師.荒川三千男氏

現代企閥主宰

・出ノ凹箇共和国総領事

[日時1 1月26日(木曜日) 18: 30-

側九州地域計画研究所

[参加費}

[連絡先]

7階会議室

1，000円

TEL. 092 -731 -7671 

FAX. 092 -731 -7673 (富重)

今回は“小売り業おこし"、“地域おこし"のコー

デイネートプランナーである荒川氏をお呼ぴし、

ミニ独立国をキーコンセプトと Lた商庖街や街の

元気の付け方についての具体的なお話をしていた

だきます。

参加を希望される方は、上記宛にTELあるいは

FAXでご連絡下さい。

会議室のスベースの都合上、 30人までとさせて

いただきますので、お早めにどうぞ。

編集後記

関「よかネットjが3年目を迎えました。 r3号まで

はJといってスター卜し、 r3年目jになりま Lた。

お送りするたびに、手紙を戴く方があったり、節目

に批評を戴いたり、また先般のハガキには、たくさ

んの方々から御意見や感想などではげまされまし

た。それに力づけられてここまで続いたのだと思

っています。

24 

閥今号の表紙写真はいかがでLたか。クイズにな

ってしまいましたが、偶然見かけて、地元の方に聞

いて感動した次第です。 9頁に日本ハチミツの紹

介を書いていますが、一度味わって見られること

をおすすめします。椎葉でも対馬厳原でも、当所

に連絡いただければ紹介Lます。ついでに紹介し

ますと、椎葉には「天然川のりjというものがあり

ます。「学名では川茸といわれ日本列島の関東以南

の太平洋側の湧く清流にできるものですjと書か

れています。北海道のマリモと同質の緑草食物で、

貴重な日本の珍味です。

圏今年も、自分たちだけで歩いて確かめた、一次情

報お届けするようにしたいと思います。本年もど

うぞよろしくお願いLます。

編集員兼所員-1l'J

糸釆貞喜山旧

歌丸星子・富重

宮原真一・北村

尾崎正利金川

よ力、ネット NO.13 1995. 1 

(編集発行)

側九州地域計画研究所

龍雄・ 111辺真一

慶子・神野みつえ

茂樹・伊藤 聡

薫・伊藤加奈

〒810 福岡市中央区天神 1-15-1 日之出ビル6F

TEL 092-731-7671 FAX 092-731-7673 

(ネットワーク会社)

アルパック側地域計画建築研究所

本社京都事務所 TEL 075-221-5132 

大阪事務所 TEL 06-942-5732 

名古屋事務所 TEL 052-962-1224 
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